
マスタータイトルの書式設定

東北⼤学は、研究段階の量⼦コンピューティングから
産業界に価値のある「⼈材」と「ソリューション」を提供します

The quantum computing solution for you
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マスタータイトルの書式設定

アウトリーチ活動の例
The quantum computing for you



対象 ⾼校⽣以上・社会⼈含む
⼿法 YouTube Live配信
内容 量⼦アニーリングマシンの利⽤法

全員の質問に回答

公開伴⾛型教育の実施
ソリューション開発のライブ配信を実施

研究者向け・理系向けのコンテンツが充実しつつある
産業界向け・⼀般⼈向けのコンテンツ・接点が不⾜している

Q-leap独創的サブプログラム
実践的研究開発による全国的量⼦ネイティブの育成

現状

実施内容

実施の様⼦

独⾃のポイント

エンジニア・研究者以外への⾨⼾開放
企画・広報・事業開発の⼈員への啓蒙



量子アニーリング講義編：全てリアルタイムコーディング・受講者の質問に全て答える(5/11) 
第1回（3.5 hours）「量子アニーリングマシンの使い方」
(5/18) 第2回（4 hours）「ポートフォリオ最適化問題」
(5/25) 第3回（5 hours）「演習グループ分けの最適化問題」
(6/01) 追加第4回（7 hours・日跨ぎ）「ボルツマン機械学習・交通流最適化」
(6/15) 追加第5回（3.5 hours・物足りない）「ブラックボックス最適化」

Q-leap独創的サブプログラム
実践的研究開発による全国的量⼦ネイティブの育成

演習

講義

量子アニーリング演習編：受講⽣選抜グループから企画・議論・実装・演⽰
(6/05) 第1回（12 hours）全グループから発表・議論（ゲスト：門脇正史・Murray Thom）
(6/12) 第2回（12 hours）全グループから発表・議論（ゲスト：西森秀稔・大野英男）

卒業試験
量子アニーリング演習編：受講⽣選抜グループからプレゼン
(6/29) 前編（5.5 hours）・(6/30) 後編（6.0 hours）



視聴数基準: 初回6000回
事前申込人数： 約500人
アプリ作成申込：約250人・41グループ結成

Q-leap独創的サブプログラム
実践的研究開発による全国的量⼦ネイティブの育成

受講者



各種アプリの⾃⼰開発の継続
所属企業組織での新規研究開発の実施

社会⼈博⼠課程への志願
⼤学への⼊学希望

Q-leap独創的サブプログラム
実践的研究開発による全国的量⼦ネイティブの育成

受講後

量⼦アニーリングソリューションコンテストの実施活動



Q-leap独創的サブプログラム
実践的研究開発による全国的量⼦ネイティブの育成



Q-leap独創的サブプログラム
実践的研究開発による全国的量⼦ネイティブの育成

量⼦コンピューティングEXPOでの出展活動




